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7月31日(土)の13時30分から17時にかけて、

市立男女共同参画センター「ムーブ」の大セミ

ナールーム(5階)で、第 3回実行委員会と、第 3

回学習会が、おこなわれました。当日は、29 団

体・個人の 115 名が参加し、大盛況のうちに終

えることが出来ました。以下その報告をおこな

います。報告は、2回に分けておこないます。 

 

開会あいさつ（大脇為常現地実行委員長） 

今朝の新聞では、若者の失業率の高さに驚かさ

れました。今回

の参議院選挙の

結果は、日本国

中の人たちが、

今のままではい

けないという事

だったかと思います。私たちがしっかりと戦い

を貫いて、このうねりの高さに負けないような

運動の力が、今必要なのじゃないかなというふ

うに思っております。九州セミナーまであと 4

ヶ月足らず、以前の北九州でのセミナーにあっ

たような大きな集会にしていって、質量ともに

大きな到達点というものをつくって、社会に私

たちのメッセージを伝えていけるような、そう

いう集会にしていかなければならない。そう実

行委員会の決意を新たにしているところであり

ます。本日は短時間の実行委員会ですが、皆さ

んの集中をよろしくお願いしたいと思います。 

 

報告と提案（日高琢二現地事務局長） 

九州セミナーの名称が、6月 5日の実行委員会

総会で決まり、今回の 21

回目の北九州で行われる

セミナーが、変更後の初め

てのセミナーなので、大き

く成功させたいと報告が

ありました。 

九州セミナーの進捗状況の報告では、始めに

１日目のメイン講演の講師が紹介されました。 

 ２日目も、「子供の貧困と現代日本の働き方・

働かせ方」をテーマに講演とパネルデスカッシ

ョンを企画しています。さらに、２日目におこ

なわれる分科会のために報告するテーマも多岐

にわたり募集をすると発表がありました。 

第４回学習会は、10 月 8 日(金)「アスベスト

問題」を北九州労健連「アスベスト対策委員会」

と共催で「なくせじん肺全国キャラバン」実行

委員会と連携した企画を予定しています。また、

「メンタルヘルス対策」のアンケート調査も検

討チームを立ち上げて作業を進めていますし、

各職場でも、是非、実行委員会を立ち上げて、「い

のちと健康の問題について」の学習会や行動を

起こしてほしいと要請がありました。 

第 3 回実行委員会報告 
講師 東海林 智（とうかいりん さとし） 

毎日新聞記者として、厚生労働省の労働問題担

当を長く努め、労働運動、貧困問題を取材。現

在新聞労連委員長） 

演題 『労働の尊厳を取り戻そう～私たちの命

を守るために～』 
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今朝の新聞にも大きく出ておりましたが、全

体として失業率が高い。特に１５歳～２４歳の

若者のところで、１１％になっています。こう

いったことは、日本の社会ではなかったことな

ので、重要な変化が起こっているわけです。一

時的な景気が後退したとかそういったことによ

る失業ではない。構造的に高失業率の社会に入

ったというべきだろうと思います。 

２００９年度平均の完全失業者数は３４３万

人で、２００８年度に比

べると６８万人増、それ

から２００９年度平均

の完全失業率５．２％。

ということで、だいたい

５％程度の失業率で高

止まりしています。問題

は高い失業率というの

が、貧困の拡大と重なっ

て維持しているので、非

常に深刻な事態が生じているわけです。年間の

自殺者が 3 万人を超えるという事態が続いてき

てしまっている。 

／／／「派遣切り」「期間工切り」／／／ 

／／／ は前からあった。    ／／／ 

派遣の話しが一番ニュースに出たのは、２０

０９年の春でした。２００９年の正月にですね、

年越し派遣村というものを東京の日比谷公園で

やったわけです。私も実行委員で当初から参加

していました。路上に人があふれるという事態

が全国的に起こった。派遣という働き方そのも

のは、以前からあったわけで、派遣契約期間途

中での契約の解除、それに伴う解雇というのは

前からあったわけです。なぜ派遣の人たちは家

を失くしたのか。 

そもそもの派遣の人たちの働き方ですが、製

造業の派遣について言うと、まず製造業の生産

がどうなっているかと言う事なんですけど、ト

ヨタであるとかキャノンであるとかそういった

大企業の製造業というのは、毎月毎月の生産目

標を立てて生産をおこなっています。それに合

わせて部品や原料

を増やしたり減ら

したりするんです。

資金繰りがうまく

いきますから、生産

に都合が良い。これ

が、日本の製造業が

国際的に非常に競

争力が高い一つの

理由になっていま

す。 

部品や原料は物だから簡単ですよね。でも労働

者の数を減らさなきゃいけない時にどうするの

か。 

直接雇用している状況の下で、労働力の調整

をするというのは、さまざまなリスクとコスト

を抱え込むわけです。それを全面的に免れる方

法があります。それが派遣です。 

派遣の場合、トヨタとかキャノンとかこうい

った派遣先の大企業は、派遣会社に対して、こ

れまで２００人を送ってもらっていたのを50人

に減らして下さい。１５０人はいらないですと、

一言いえば済んじゃいます。これは何でかと言

うと、雇用関係ではなくて商取引と同じなんで

「若者の働き方・働かされ方･･･非正規労働者・周辺的

正規労働者・失業者の実態から考える」 
講師 河添 誠（首都圏青年ユニオン書記長） 

 

高失業率の時代 

派遣労働者の実態 
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す。労働法で守られない関係。労働法で守られ

ている関係は、あくまでも雇用関係のある派遣

会社と労働者との関係。じゃあ派遣会社は雇用

を守るために、大企業に文句を言うのかといっ

たら、それは出来なくて労働者をバサバサ切っ

ていく。 

「三菱ふそう」で、２００８年の年末に派遣

切りにあったＡ君は、こう言われた。１１月１

８日の昼休みに、コンビニの前の立ち話で、１

２月２６日でこの工場は止まるので、お仕事は

止まります。残念ですけど、ここでの仕事はあ

りません。１２月２９日までに、今いる「三菱

ふそう」の寮から出ていって下さい。そう言わ

れました。立ち話 5 分で。そうやって、派遣社

員というのは切られていったわけです。 

今の事例は２００８年の事例ですけど、それ

以前からずっとあったんです。派遣が製造業分

野に解禁されたのは、２００４年からです。そ

の時から、派遣社員は、バサバサと切られてい

る。切られていたけれど、路上に出ることはな

かった。なぜかと言えば、生産をダウンさせて

いる企業もあれば、アップしている企業もあっ

たので、切られた後、しばらく友達の家にいた

り、どこかで寝泊りして、その後別の派遣会社

に登録して、次の派遣先を見つけていた。 

／／ 「年越し派遣村」は、  ／／／／ 

／／ なぜ、２００９年正月に ／／／／ 

／／ 初めて登場したのか？  ／／／／ 

じゃあ 2008 年のあの派遣切り。そして、路上

に人があふれる。全国に派遣村的な運動が展開

されるような状況はなぜ起こったのか。2008 年

のリーマンショックのあと、日本の大企業は自

分たちの利潤を安定的に抱え込むために、実際

にはやる必要のない、生産調整を大規模にやっ

た。大規模な生産調整と大規模な解雇をやるこ

とによって、自分たちの利益を維持しようとし

たからです。すべての製造業でダウンが始まっ

た。そうした結果、切られた人が別のところに

いこうとしても、別のところがなかった。どこ

にも回れないので、手持ちの金が少ないために、

アパートも借りられない、他の仕事にも回れな

いという人たちが、路上に溢れたんです。実家

に帰れる人は実家に帰りました。そうでない人

は路上に溢れた。というのがあの当時の起こっ

たことだったわけです。派遣村には、たくさん

のカンパとたくさんのボランティアの方の参加

がありました。数千人規模のボランティアです。

カンパも数千万円集まりました。 

／／／ 素朴な疑問に答える ／／／／ 

多くの人が共感を持ってあの運動と、あの事

態を見たわけですけど、もう一方であの事態を

冷ややかに見ている人もいました。いろんなこ

とを言われました。 

「何であんなに極端にお金を持っていないん

だ」。私が派遣村で話を聞いた人は、60代の男性

で９円しか持っていなかった。50代の男性と 80

代のお母さんは、２ヶ月間路上生活をしていた

と言っていましたが、２人で９５円しか持って

いませんでした。年越し派遣村以後もそういう

相談はたくさん来ています。 

東京には確かに仕事があります。コンビニの

仕事や居酒屋の仕事があります。でも、そうい

った所に仕事を応募するにも、住所のない人を

雇ってくれるアルバイト先はないです。だから

仕事がない。毎日毎日ネットカフェに泊まる、

お金が出て行く。そうやって転々としているう

ちに、手持ちのお金がなくなっていくわけです。

それで、どうしようもなくなって、数百円のお

金しかないと相談に来るというわけです。 

「派遣の仕事を切られても、また派遣の仕事
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に就くというのは、その人たち派遣の仕事が好

きでやっているのでしょう」と。でもそれも実

態が違う。なぜ派遣社員の人は、派遣の仕事を

ずっと続けていたか。一番大きな理由は、お金

がないからです。たとえば、手持ちが 10万円の

貯金で派遣切りにあったとします。その人がし

なければいけないことは、２つです。一つはそ

の晩から寮を追い出されていますから、住む場

所を見つけなきゃいけない。もう一つは、仕事

を探さなければいけない。一生懸命探します。

家賃３万円のアパート見つけました。月給が１

５万円の居酒屋のバイトを見つけました。１５

万円のバイトで３万円のアパートだったら、こ

れで何とかなるなと思います。その人が不動産

屋に行くと、礼金・敷金が２・２だと言われま

す。初期費用が３万円掛ける５か月分になりま

すから、１５万円必要です。手持ちのお金が１

０万円しかなければ、アウトです。部屋を借り

られません。部屋を借りられないと、仕事の話

も無くなってしまいます。 

３０代の女性からです。「どこか安全にお金を

借りられるところはないですか」という相談を

受けた。「お金がなくて、このままだと会社に通

う交通費が無いんです」という話でした。その

人は、前に働いていた会社で賃金の未払いにあ

っていて、それは組合に加入して、支払い求め

て交渉していたところだったんですが、そこの

会社を辞めてアルバイトに行っていました。埼

玉県内の自宅から東京都内のアルバイト先まで

毎日通ったわけです。手持ちのお金がどんどん

無くなっていったわけですね。いろんなものを

節約しなければいけない。毎日の食費も極力削

っていきます。でも最後に、削れないものがあ

った。それは毎日、毎日、会社に通うための交

通費です。これは削るわけにはいかない。だか

ら、「会社に通うための交通費がありませんから、

何とかなりませんかと」いう相談でした。 

余り意識されないと思いますが、実は月給制

の仕事に就くためには、絶対的な条件がありま

す。一つは、給料日までの生活費を持っている

こと。それからもう一つは、給料日まで、確実

に会社に通うための交通費を持っていること。

この 2 つの条件がないと月給制の仕事に就くこ

とは、絶対出来ません。幸いこのケースの場合

は、前の会社の支払いがあったので、彼女の場

合は何とかなりました。 

アパートを借りるお金が無い、そういう人は

どうするかといえば、住み込みの仕事に就くか、

寮付きの仕事に就くしかないわけです。住み込

みや寮付きの仕事というのは、寮費がかかるん

ですけど、入居するときの初期費用としてはか

からない。しかし、ひどい会社になると、寮費

も高かったりするわけですね。3～4 人を 3DK と

かの部屋に入れて、1人 4万円取っていた。一人

一人の部屋には鍵も付いていないような。そう

いう家賃を取っているケースもありました。 

ここに巨大に展開しているのが、派遣会社や

請負会社の寮です。派遣会社や請負会社が寮を

持っているというのは、決して福利厚生の施設

ではありません。お金を持っていない人、アパ

ートを普通に借りることが出来ないような人た

ちをスムーズに集めることが出来るからです。

生活に困窮している人、貧困が拡がれば拡がる

ほどそういう人たちは増えていくわけです。け

れどもそういう人たちにとって寮のある仕事、

住み込みのある仕事があることで、初めて自分

たちは仕事を見つけることが出来ますから、あ

あそういう仕事があって良かったという話しに

なるわけです。 

「派遣という仕事があることで、雇用が増え

ているじゃないか、派遣という仕事は必要なん
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じゃないか」という話しもありますが、それは

ウソです。派遣というのは何の仕事も作り出し

ていません。もし派遣が無かったらと世の中考

えてみたときに、仕事そのものは存在するわけ

ですから、その仕事は直接雇用でやるしかない

わけです。それは、正社員じゃないかもしれま

せん。契約社員かもしれないし、アルバイトか

もしれませんが、雇用そのものが派遣でなけれ

ばいけない雇用というのはありえない。なぜな

らば何かものを作ったり、何か人に物を売った

り、何かを運んだりという労働そのものはです

ね、別に派遣でやるという必然制がないからで

す。 

むしろこういった働き方というのが、日常的

に首を切るような労働現場ですから、これが非

常に問題が多い。たとえば製造業で、チームで

クルマを作る。３～４人とかで。一人要領の悪

い人が入ってきたとします。そうしたらどうす

るのと派遣の人に聞きました。いじめるという

んですよ。なぜか、要領の悪い人がずっといた

ら、自分の仕事がしんどくてどうしょうもない

から、いじめると言うんです。で、さっさと辞

めてもらうと。労働者がまともに仲間意識を育

てられなくて、いじめて追い出してまた人を入

れるという構造そのものが、再生産させながら

底辺の労働が出来上がっている。これは非常に

ゆがんだ構造だと思います。 

完全失業者数は、2009 年 1 月時点で、277 万

人で、つい先ほど発表された 2010 年 6月のデー

タだと 344 万人なんですね。失業者の数という

のは、実はあのときよりもうんと増えているわ

けです。ですから、失業の問題を今、本気で議

論しないといけないと、今日お話したいと思い

ます。一つは、失業そのものが長期化している

ということです。雇用そのものが冷え込んでい

ますから、失業してすぐに仕事が見つからない

んですね。それから非常に問題なのは、失業給

付そのものが弱いということです。 

「失業者というは、お荷物なんだから仕方な

いんだよ」昔そうじゃなかったですね。80 年代

の初めでみると、大体 60％ぐらいの人が失業給

付受けていたんですよ。ところが受けられなく

なっている。いくつか制度的変化があるので、

理由があります。一つは、自己都合と会社都合

の退職によって、待機期間が、自分の都合で辞

めた場合、3ヶ月受けられないというような制度

が出来たり、あるいは、そもそも非正規雇用の

人たちが増えていて、雇用保険に加入していな

い人が増えているとかですね、あるいは給付の

制限が厳しくなってきているとか、いろんな理

由があって受ける人が減っているんですけど、

これは政策的なものです。何とかしないといけ

ないような問題です。 

給付水準そのものも非常に低いわけですね。

たとえば、非正規雇用で 15 万円ほどの収入しか

ない人が雇用保険にたとえ入っていたとしても

ですね、その人が失業したときに失業給付が 11

万円とかになってしまうと、生活保護でもらえ

るお金が１２～１３万円とむしろ多い。実際私

たちの組合員で、失業給付を受けながら生活保

護でゲタを履かせて生活していたという人もい

ます。そういうことだと、そもそも失業給付っ

て何という話しになってくるので、問題が大き

いわけです。 

それからもう一つは、給付期間の短さです。

若い人の場合は、勤務年数が少ないですから、

90 日間ぐらいしかもらえないですね。その後、

個別延長給付がもらえることが多いので、60 日

間。150 日間の間にうまく次の就職見つかればい

いんですけど、見つからないと大変なことにな

っていくわけです。ある派遣で切られた 20代の

女性のケースです。５年ぐらい、とある大企業

に派遣されていた。派遣が切れて失業給付もら

いました。150 日間。その間に就職が決まらなか

った。そうなると、無収入になる。週の内 3～４

日のアルバイトをして後は、ローワークに通う。

収入そのものは全く足りないですね。彼女は、

半端なアルバイトをしながら、生活保護を受け

失業者の実態 
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ていて、そして求職活動もしている。こういう

人は、統計上何なのかというと、統計上は、失

業者ではありません。なぜならば、働いている

からです。 

派遣の人が失業したときに失業給付で支えて、

職業訓練を受けられるようにする。たとえば電

気工事の仕事が出来るようになる。そうすれば

次に仕事に就くときに時給1200円の仕事に就け

るかもしれないんですね。そうすればその人は

貧困な状況から抜け出すますし、社会全体にと

っても技能がない人が技能を持つようになるわ

けですから、社会的にプラスになるわけです。

そういう職業訓練のメニューというのを失業者

に与えていくということをやらないと、全体の

労働市場はどんどん荒れていくわけです。 

失業率が高くなることは必ずしも悪くないん

です。むしろ失業率高めなきゃならない。まと

もな失業を増やさないといけない。まともな失

業状態を増やして行って、ちゃんと失業訓練を

受けさせていって、労働市場を安定させると言

う事が必要だろうと思います。仕事をしている

状態から失業して、半端な仕事をして半端に失

業している状態。半失業、半就労といいますけ

ど、こういう状態になって、さらにその人がま

た、就労していくと。こういうサイクルという

のを非正規の労働者は繰り返している。常に就

労状態にあるわけじゃないし、常に失業状態に

あるわけじゃない。 

こういう状態にある人が、健康保険なんかど

うしているのか。多くの若い非正規の労働者は、

国保に入っていない。会社の健康保険に入れる

間だけ健康保険に入っている。派遣期間が満了

になる、あるいは派遣切りにあう、そうすると

失業する。本来であれば制度的には、ここから

市町村国保に切り替わるわけですけど、国保と

いうのは入らなければ入らなくて済んでしまう。

若い人の場合、国保料が高くて払いたくもない

し、払えないという実態もあってですね、入ら

ないケースが結構あるんですね。国民皆保険、

みんなが保険に入れますよと、制度的にはもち

ろんなっています。実際には誰が入るべき存在

なのかは補足できない。その人が会社の健康保

険に入っている存在なのか、国民健康保険に入

らなきゃいけない存在なのかというのは、市町

村では把握しようがないので、一回も国保に入

らなければ、ずっと入らなくて済んでしまう。

これは非常に問題の多い制度だと思います。  

失業者に対して国保料の減免という制度が出

来てはいるんですが、制限があって誰でも使い

やすい制度になっていないし、国保料そのもの

がもともと高いということが非常に使い勝手が

悪い状況になっています。こういったことが、

若い人たちの病院にかかる権利をどれほど阻害

しているのかということは、調べようもない話

しですが、相当大きな問題が起こっているので

はないかと思っています。 

周辺的正社員という概念があります。周辺的

正社員もしくは低処遇の正規社員という呼ばれ

方です。賃金水準がすごく低い。正社員のイメ

ージというのを大幅に変えなければいけないと

いうことです。 

年収４００～５００万円が程度の家計を支え

られるような賃金をもらっているのが正社員と

いうイメージが根強くあるんですけど、実際上

は、年収２００～３００万円の正社員というの

が相当数増えています。全国展開のチェーン店

の店長とかいう人がそうです。「ローソン１０

０」は、２４時間営業のコンビにチェーンです。

生鮮食品を置いていて、一つ一つの商品がだい

たい９９円で売っている。１００円ショップの

生鮮食品版で 24 時間やっているコンビニです。

この会社で働いていたＢ君は、高校出てから６

年間アルバイトで働いていたんですが、正社員

の仕事に就きたかったので、正社員の仕事をハ

ローワークで見つけてそこに就いた。 

入って４ヶ月ですぐに店長職になって、長時

間労働に追われていくわけです。年収は３００

万円。残業代は店長だから管理監督者というこ

周辺的正規労働者の拡大 
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とで、いわゆる名ばかり管理職にされて、１円

も出ないという働き方。店長だからと言う事で、

アルバイトのシフトが組めなければ、自分で入

るしかない。そうこうしているうちに、ものす

ごい長時間労働になっていくわけです。 

非正規の労働者と果てしなく近い労働環境と

いうのが増えているんです。長時間労働が前提

となって正社員を雇用するというふうになって

いた。それを活用するための変な労務管理もあ

ります。一つは、名ばかり管理職が活用されて

いますが、もう一つは、「既払い残業代」という

ものです。すでに残業代は払っています、何時

間分は。始めに払う賃金水準決めておくわけで

す。25 万。そのうちの１５万円分は基本給です

よと。あとの１０万円は残業代ですと。残業代

何時間分と就業規則に定めて、払っていること

にしているわけです。そうすると、その分だけ

残業を事実上タダでやらせることが出来ます。

おかしいだろうと思いますが、就業規則に定め

があれば、労働基準法違反にはならない。 

こういう正社員に一旦就くとですね、パワハ

ラが加わって精神疾患になる人が多量に出てく

るわけです。辞めてしまうと非正規になってし

まう。フリーターには戻りたくないという圧力

が加わって、ギリギリまで頑張ってしまう人が

いるわけですね。それで余計状況が悪くなって、

「うつ」が本当に重くなってから、辞めざるを

得ないような状況になっている人も、相当いる

ように私としては印象的に思っています。 

じゃあ、どうするりゃいいのという話しです

が、労基法以下ともいうべき労働条件が拡大し

ているわけですから、これと戦う。個々の労働

者をバラバラにしないで繋げていって戦うとい

うことが重要だろうと思います。個人加盟の労

働組合の力で、これまでもいろんなことが各地

域でなされていますが、労基法違反と叩けば、

会社によっては全社的な労働条件を改善するこ

とも可能です。 

私たちは、牛丼の「すき家」でですね、始め

は６人のアルバイトの解雇の問題で交渉したわ

けですが、6人の解雇の撤回を勝ち取るというこ

とをキッカケにして、最終的には全社のアルバ

イト 1 万人以上の残業代を法律通り払わせるこ

とに成功しています。そういった成果をいろん

な形で発揮していくためにも労働組合の力を強

めていくということが非常に重要なんじゃない

かと思います。 

それからもう一つはですね、失業状態にある

労働者をどのように組織化していくのかという

ことを本気で考えなければいけないだろうと思

います。非正規の労働者の多くが、正規もそう

とも言えると思いますが、就業状態が、失業、

半失業、就労というサイクルで生活を維持して

いるとするならばですね、すべての局面に応じ

たサポートというのをすることによって、初め

て安定的に非正規の労働者を組織することが出

来ると思います。 

非正規労働者を組織することというのは、同

時に失業者にとって意味のあるようなサポート

が出来るような運動を作っていくということが

必要なのではないかなと考えています。私たち

が今やっているのは、たとえばアルバイトでダ

ブルワークやっている人とか、１年間に２～３

のいろんな会社で働いたような人たちにですね、

確定申告の多少ですけど、お金も戻ってくるよ

と、いうようなことをいろいろアドバイスする

とかですね、あるいは国民健康保険料の減免の

措置を使って多少安く出来るとか、そういうこ

とをアドバイスするような活動も始めています。 

失業状態にある人を組織化していくとですね、

平日の昼間に動ける組合員増える。冗談抜きで

大切なことで、団体交渉を平日の昼間やって、

１０人、２０人と人が集まるわけです。失業し

ていることをネガティブに考えることから開放

される必要がある。 

政府統計でも５％の人が失業しているわけで

労働基準法以下の労働条件の拡大

とたたかう 

―労働組合の重要性― 
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す。全労働者のうち２０人に 1 人の人は失業し

ているんです。失業しているからと、なんか劣

等感を持って、そういうふうに思うんじゃなく

て、いや失業していますよと、それが何かと、

いうふうにみんなで思って、でも失業者が本当

に働きやすい世の中に、たとえば仕事をちゃん

としてほしい。派遣法なんかもっとちゃんと改

正して、もっとまともな仕事増やしてほしい。

そういった取り組みに、失業者自身を非正規の

労働者と一緒になって、正規も合わせて一体と

なって、そういうことに取り組むということに

主体化していくと、いうことが必要なのではな

いだろうかと思います。そういう意味で私たち

は失業者をどんどん組織化して、その要求を出

していこうと考えております。 

もちろん大きな構造の問題では、最低賃金を

抜本的に上げるとか、均等待遇を実現するとか、

長時間労働を規制するために、ＥＵでやってい

るように、「連続休息時間１１時間」法制化があ

るんですね。たとえば夜１１時まで働いたら、

翌日の朝１０時、１１時間は絶対働かせたらい

けないという法律があるんですけど、こういう

法律を日本でも作っていかないと、長時間労働

は規制出来ない。絶対働かせちゃダメだという

ルールを日本の中にも作っていくということが、

必要だろうなと思っています。 

年越し派遣村の経験は、決して小さくなった

と思っています。私、「よってたかって方式」と

呼んでいるんですけど。たとえば、困っている

人がいると。その人のことをみんなでよってた

かってサポートしたのが、この年越し派遣村だ

ったと思うんですね。みんながよってたかって

知恵を出して、その人のことをサポートした。

こういった運動をやったんですね。それも一つ

の団体がやったということじゃなくて、その地

域の多くの団体がそれこそ、よってたかって知

恵を出して、関わった。みんな慣れないことだ

ったかもしれません。生活保護の申請なんて、

まして家がないような人の生活保護の申請なん

て、やったことないよ。というような人がほと

んどだったと思いますけど、出来るらしい、じ

ゃあやってみようと言う事を本気でみんなが取

り組んだ。 

それによって支えられた人が、今派遣切りに

あった人が、全国で６０とも７０とも言われて

いますが、派遣切りを闘う裁判を闘っています。

これをキッカケに、日本の社会そのもののあり

方がおかしいと考える人が急速に増えたと思い

ます。若い人の間にもそういったことが増えて

いるのを感じています。こういったことが新し

いネットワークを作ってきていますし、新しい

運動を確実に作っていると思っています。 

特に、雇用と社会保障の問題を繋げて問題化

するというような話しを運動化したのは非常に

重要だったと思います。派遣の問題と生活保護

の問題それから雇用保険の問題、こういった話

しはどうやって繋がるのか。それからもう少し

拡がっていくと、医療の話しだとか介護の話し

だとか、人間が普通に生きていくための必要な

こと、これを繋げるということはどういう事な

んだろうかと言う事を、多くの人が考え始めた。  

まだ十分に形にはなっていませんけども、考

え始めた。それが運動のなかに位置づけられた

というのは非常に重要なことだと考えています。

これをさらに前進させなければいけないと思っ

ています。反貧困の闘いからですね、もっと構

造的に新しいタイプの福祉国家。まともな雇用

と、まともな社会保障を国が責任を持ってやる

ような福祉国家をどのようにしてつくっていく

のかということを本気で議論する時代になった

と思っています。 

絶望してはいけないと思っています。冷やや

かに今の時代を見てはいけないと思っています。

ギリギリになるまで頑張るんじゃなくて、人が

支えあって、励ましあっていけるような社会を

取り戻す。新しい社会を取り戻すことが今必要

だと思っています。みなさんとともに、やさし

く柔らかい社会をつくっていきたいと思います。  

「年越し派遣村」の経験から 
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